
・点　鐘　馬場会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　志岐祐二会員　皆川 豪会員

【会長報告】

　ロシアのウクライナ侵攻が始まって１年以

上が経ち、多くの犠牲者が出ている中、また

今度、以前から争いのあった、イスラエルと

ハマスの間で悲惨な戦いが起きております。

　マッキナリーＲＩ会長のメッセージに「世界

に希望を生み出すには、積極的に平和を訴え

ていかなければなりません。では、どこから

始めたらよいのでしょうか？ 世界ではあち

らこちらで武力紛争が発生しており、避難民

の数はかつてないほど増加しています。支援

の機会は無数にありますが、暴力と苦難の連

鎖も終わりがないように見えます。私からの

アドバイスは、大きく考えながら小さく始め

ることです」とありました。一日も早く争い

がなくなればと祈るばかりです。

　１１／２２、入会３年未満と１０年未満の会員

の研修会・体験研修会には４０名以上の参加が

見込まれているとのことですが、例会の出席

率が良くありません。７～９月８３％。９０％を

維持するにはどうしたらいいのか。アンケー

トも実施したので揉んでいこうと思っており

ます。ロータリーライフにおける「親睦」の第

一歩は「例会に出席」することから始まりま

す。例会の目的について「分かち合いの精神

による事業の永続性を学び、友情を深め、自

己改善を図り、その結果として奉仕の心が育

まれます」とあります。ＲＣ運動に終結はあり

ません。米山梅吉翁は「ＲＣの例会は人生の

道場」と語っておられます。新しい方には勉

強会に参加して頂き、まず「例会が大切」とい

うことを噛みしめて頂きたい。先輩の方々は

「例会を休んだら必ずＭＵに行かなくちゃダ

メなんだ」と言われてきたそうです。１００％

出席の方は皆さんお休みされると必ず他所の

クラブに行っています。時間を作って水曜日

を必ず空けるようにすることもやればできる

と思います。勉強会でまたいろいろお話した

いと思っています。

【幹事報告】

　１１／２９第３回パスト会長会議。１２／６第７

回理事会１１時半より。ご出席お願い致します。

【委員会報告】

◎ロータリー財団委員会　　　　　　土屋君

　今月は「ロータリー財団月間」。先日、馬場

正春会長より２回目の特別寄付を頂戴しまし

た。７月には沢辺会員より頂いており２人目

です。今後もよろしくお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　矢島（高）君

　１１／２２「ヘリテイジ飯能」１８時～今年度

第１回炉辺会談。情報・戦略・クラブ奉仕・出席

の各委員長は発表をよろしくお願いします。

入会３年未満、入会１０年未満会員の「体験研

修会」の形で行います。ご都合をつけてご出席

下さい。２部の懇親会だけの参加も受け付け

ております。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　天ヶ瀬君

　１１／１９親睦ゴルフ大会。２次会「清河園」

のみの参加も受け付けております。

【出席報告】無届欠席２ 大野（泰）出席向上委員長

【Ｍ　　Ｕ】

１１／１０（秋田中央）中川君

【ＳＡＡ報告】

・早退します。　　　　　　　　　細田（伴）君

本日計１，０００円、累計額３８４，５０１円。

◎２９日例会当番は本橋、森田会員です。

【卓　　話】

◎講師紹介　　　　　大﨑プログラム委員長

　第２回目のイニシエーション・スピーチ。

よろしくお願いします。

■志岐祐二会員

　Ｓ２７年１２月生まれ。来月７１歳になりま

す。市川会員のご紹介で今年の２月に入会さ

せて頂きました。６人兄弟で男３人、女３人。

「祐二」の「二」は次男坊で上から４番目。姉

も兄も妹も弟も居るという状態で、すべて

「自分のことは自分でしなさい」という教育の

下で育って参りました。出身は福岡県柳川

市。田舎と言いますか時計が止まっているよ

うなまちなのですが、ただ堀端に柳が多く、

その堀を「どんこ舟」で川下りするというの

を観光としてやっているところです。

　福岡には昔から藩校が３つあり、「福岡県立

修猷館（しゅうゆうかん）高等学校」は有名

だと思います。それから久留米の「福岡県立

明善高等学校」。そして私が通った、柳川の

「福岡県立伝習館高等学校」。結構歴史は古

く、私が入った時には近年にない高い成績で

入ったそうです。そして、出る時には最低で

出た（笑）。何でそういうことになったかと言

いますと、ちょうど大学紛争が終わりかけて

きた名残りが高校にも押し寄せてきており、

私共の方は高校２年の頃から学校に行かない

形でずっと来ました。

　兄弟が多いので大学進学は考えてもいない

し、かと言って他に何をするか、考えてもい

ない状態だったのですが、兄弟の方から「せ

めてお前ぐらいは大学に行きなさいよ」とか

言われて、「しゃあないな。何とか考えなきゃ

いけないな」というので

一つ思った大学がありま

した。私以外は皆、公務

員関係とかで、おやじ、

おふくろは堅い人間を育

てたかったみたいなので

すが、そこに反発心が強

くあって、早く家を出た

い、東京に出して欲しい

と言ったのですが、「お前

みたいなのは東京なんか行ったらどうなるか

分からない」と止められまして、姉が大阪に

居ましたので、最初から「大阪の夜間の大学に

行きたい。それで２年したら昼間に転部して

夜間の生活と昼間の生活を体験したいんだ」

と言いました。「そんなに甘くないよ」と言わ

れたのですが、そこは押し切りまして、１年

の時には松下電工の本社に勤めながら夜間部

に行き、３・４年は昼間部に通いました。

　３年になって分かったことがありました。

夜間部に行っている人は結構、皆、頑張り屋さ

んだったり大変な人も多い。非常に自分の考

えが甘いなということを痛感したのが一点。

もう一つは、きれいごとばかりじゃないなと

いう点でした。これでは自分に対しての魅力

も信頼も生まれないよなと感じて、では足り

ないのは何か？と考えました。やはり足りな

いのは遊びだということで、３年と４年はめ

ちゃくちゃ遊びました。授業料を払って麻雀

を教えてもらい、たばこの吸い方、お酒の飲

み方も教えてもらいました。そんな状態です

ので大学は最低の単位で卒業しております。

　就職は「大和ハウス」に入りました。まさか

今のように大きな企業になるとは思いもしな

かったのですが、とりあえず、おやじ、おふ

くろを安心させるために、名前の分かるよう

な会社に一回は入っておかなければというの

で入社したわけです。大阪の大学でしたので

大阪の本社採用、大阪で勤務できると思って

いましたら私だけが東京に飛ばされました。

それから東京、関東の方に縁ができたわけで

ございます。

　現場監督として（業者に支払う）実行予算

を組む仕事をいくつもやっているうちに、建

築はお金にあまり縁が無いと思っていたので

すが、実際にはお金が無いことには回らない

と感じ、建築のお金の大事さを知りました。

そこで、専門的な積算事務所でしっかり勉強

しなければいけないな、というのでそちらの

方に入りました。その縁で今もずっと仕事を

しているという状態でございます。

　３０歳で結婚して最初の子どもができ、そ

の時には福岡の方に転勤していたのですが、

家でお酒を飲んで愚痴っていると、妻から

「家に帰ってきたら仕事の愚痴は言わないと

いうことだったのにお父さん愚痴ってない？」

と言われました。「そんなことないよ。会社を

よくしたいために一生懸命考えているんだ

よ」「でも毎回同じ話ばかりしてるよね。ちゃ

んと仕事してるんだったら、もしかしたら自

分で仕事始めた方が早んじゃないの？」と言

われまして、あ、そうか、と思いました。そう

いう頭は僕にはなかったので、「そうだよね。

自分で始めたら愚痴も何もないよね」と。最

初の子どもが生まれてくる。今は積算でめし

が食えているけれども、先々は食えるかどう

か分からない。まして建築の方はやはり関東

中心なので九州の博多で独立しても２、３人

から５人位の所員しか雇えないのではないか

と感じていたのと、幸い、義母の実家が東京

の新宿でしたので、「じゃあ、裸一貫でやるの

だったら東京でいいね」ということで、東京に

出てくるためにそこで初めて勉強しました。

　まず一級を取得。それから積算でめしが食

えるか分からないので、構造計算をはじめい

ろいろなものを勉強しまして、始めてその時

に“勉強した”というのが今の仕事の礎になっ

ているんじゃないかなと思っております。

　東京に来まして、さあ、事務所を探そうと

いうことで、友達（Ｋ）のところに挨拶に行っ

たところ、「７年も離れていたら東京は変わっ

ているし頭もついてこないよ。うちの事務所

に１、２年でも居て、慣れてから独立しても

遅くはないよ」と言われ、その言葉に甘えて

所員６人の事務所の７人目として、役員の形

で入りました。時代はバブル後期でＫ氏は

「僕はお金を儲けるために事務所を開いてい

るんだ。志岐君、何か儲けさせてよ」という感

じでした。技術屋でやりたいし、技術のこと

しか知らなかった私は「お金を儲けたいから

仕事してるの？」と聞くと「そうだよ。普通

皆、それが当り前だよ。君みたいにゆっくり

技術者を育てていくなんていうのは理想だけ

ど実際にはお金が無いと回らないんだよね」。

それが“経営”というものに私が目覚める一点

だったと思います。

「じゃあ、Ｋさん、お金を儲けたいんだったら

今、僕の頭の中に９割９分の成功ストーリー

をもってる。毎月、運転資金プラス２００万円

を３か月分用意できるならそのプランを実行

してあげる。その間は何があっても声を掛け

ないで。お金は３か月目から回る予定だか

ら」と言ってそれをやりました。

　私が出したプランというのは今だったら単

純なことです。バブル後期で仕事はいくつも

ありました。ただ人が居ない。処理できない

のです。僕の方は福岡に人脈を作っておりま

したので福岡には人は居る。仕事が無い。そ

こで、頂いた仕事を飛行機に乗せ福岡に送り

納期前に返してもらい、それをチェックして

私の方で出すというものでした。プラス、福

岡の人達の方もすぐには信用してくれません

ので即金で支払う。それが３か月分です。仕

事をした分は２か月目からお金に切り替わっ

てきます。それが連続してきて、積算の部員

は最初私１人だったのですけれども、回転し

ている間に社員教育をして人を増やしてい

く。そういう形で会社のお金の方も上がって

いきました。時期が良かっただけだと思うの

ですが、それが当たりまして、５年間で８５人

にしちゃいました。と言っても、建築事務所

自体はサービス業ですから零細企業です。で

も一応８５人位になると、いろんな運営とか

も勉強しなければいけなくなりますし、いろ

いろな勉強をさせて頂きました。

　そして、今度は時代性が安い方、安い方へ

という中で、海外の方も考えようということ

になり、台湾、シンガポール、香港、上海に

候補地の下見に行きました。一番安心なのは

シンガポールとか台湾だったのですけれども

当時、上海は人がうようよして活気しか感じ

られないような状態でしたので、やるんだっ

たら上海じゃないかということになりまし

た。合弁だと取られてしまう可能性があった

ので、時間がかかってもいいから、という形で

独資、日本の資本オンリーで事務所を開き、

今は３０人位の会社になっております。

　元々私は裸一貫で独立するために東京に来

たわけですので、やはりやっていても“自分

の会社”というものが無い、という、結構わ

がままなものが残っておりました。そこで、

１６年間勤務した後、４６歳の時に今の「（株）

アーツコンサルタント」というのを創りました。

積算業務関係に、プラス、幅を拡げまして、

デベロッパーの予算関係の相談にも乗るよう

にしています。あと、マンションのリニュー

アル関係を含めたコンサルタントをさせても

らっています。

　福岡の方と、仕事は東京、住まいは飯能と

いう形で、軸足が３つあるのですけれども、

一丁目（仲町）に住んでおりまして、お祭り

を縁にＲＣに入会させて頂いたのも一つです

し、飯能の建築士会の方にも入会させて頂き

ました。プラス、地域の方での年金ゴルフ倶

楽部の方にも入会させて頂き、だんだん軸足

が福岡から東京、東京から飯能に動いて、飯

能のウェイトが高くなっているのが近況で

す。これからもよろしくお願い致します。

■皆川　豪会員

「ソニー生命」の皆川です。まだ、たくさん

の方とお話ができていないので、今までの人

生をお話しようかなと思っていますので、少

しでも共通点がありましたら声をかけて頂け

れば嬉しいなと思っています。

　私はＳ５７年、飯能第一小学校横にあった

西武産院で生まれました。住まいは中山の県

営団地で、小学校５年生まで住んでいまし

た。当時どんな出来事があったのかを調べま

したら、「５００円硬貨が発行」「大宮～盛岡

間、大宮～新潟間に新幹線が開通」というの

がＳ５７年でした。

　サラリーマンの父、専業主婦の母、２つ上に

姉という平凡な家庭でし

た。幼少期の記憶は鮮明

ではないのですが、小学

校に上がる前に流行って

いたのが「光ＧＥＮＪＩ」

だったので、ローラース

ケートで遊んでいた、と

いうか、団地の中のおね

えさん方の中にはだいぶ

ファンの方が居たので、

カセットテープで曲を流して、それに合わせ

て踊らされていた、というような形でした。

あとは、中山美穂派なのか、工藤静香派なの

か、と、ヤンキーのおにいちゃん達に問い詰

められたり…そんな記憶が残っています。県

営団地からよく裏の山を通って、今で言う

「ムーミン谷」（宮沢湖周辺）、そのまま越える

と「武蔵丘ゴルフコース」があったので、よ

く裏山に行ってゴルフボールを集めてくると

いうようなこともしていました。「何でこんな

ところにゴルフボールが来るんだろうな」と

その時は思っていたのですが、自分でゴルフ

を始めてみて、すごく理解ができるようにな

りました。

　飯能第一小学校に入学して少し野球をかじ

りましたが、半年位しか居なかったのでチー

ムの名前も覚えていないのです。銀座通りの

「丸美堂」に行ったり、（飯能駅前にあった）

「丸広」の屋上で遊んだりしました。

　小学校５年生の時、戸建てが欲しいという

ことで家探しを始めたのですが、バブルの時

で住宅が非常に高く、美杉台も武蔵台も１億

円近い金額で到底無理だということになり、

さらに奥に行って、原市場に引っ越すことに

なりました。

　原市場の家は、玄関開けたら走って５秒位

で名栗川だったので、小学校の頃は夏になる

と起きてそのまま川にダイブするというよう

な生活で、お昼ごはんは川でバーベキュー。

そんな形で過ごしていました。

　その頃、小学校５年生からサッカーを始め

て、原市場中学校でも続けていたのですが、

正直あまり勝った記憶はありません。ＲＣに

入らせて頂くきっかけにもなりました天ヶ瀬

さんの家にその頃はよく遊びに行かせて頂い

ており、姉が居たので同級生と遊ぶというよ

り、２つ上の、天ヶ瀬さんの弟さんとよく遊

ばせて頂き、そこでいろんなことを学ばせて

頂きました。

　サッカー部は３年間やっていたのですが、

当時「ＳＬＡＭ　ＤＵＮＫ」が流行っていたので

幼なじみはバスケット部に多くて、部活が終

わってから遊ぶというとバスケをする時間が

多くありました。気がついたらサッカーより

もバスケの方に時間を割くようになり、原市

場の社会人チームに中学３年生から入るよう

になりました。昼はサッカー、夜はバスケの

二刀流生活をしていたような形です。

　高校は、原市場から飯能に出て、さらに電

車というのは大変だったので、近いという理

由で「飯能高校」に行かせて頂きました。

　私が入った頃の飯能高校は生徒の自主性を

重んじるというような校風で、金髪あり、赤

髪あり、ミドリも居りました。制服を着てい

る先輩はほとんどおらず、私も若気の至りで

太めのピアスをあけていました。

　交通費がかかることもあって、高校まで自

転車で通っていました。山を下って山を上る

生活を３年間続けました。バスケをやってい

たので朝練に行き、部活が終わって戻ってか

ら、夕方からは社会人バスケ、というような

生活でした。

　部活を引退してからは美杉台の出光のガソ

リンスタンドでバイトをしていました。５年

近くやっていたので、皆様のお車も洗車させ

て頂いたことがあるかもしれません。

　それがきっかけで車に興味をもち、八王子

にある専門学校「トヨタ東京自動車大学校」

に進学。２年間、整備士の勉強をしました。

　２年間は厳しく、始業と同時に門が閉ま

り、周りは高い塀に囲まれ、皆、黄色いツナ

ギを着ているので「囚人学校」と言われるよ

うな学校でした。レポートをすごく書かされ

たので、卒業までにおそらく２，０００枚位は

書いたと思います。

　そこからトヨタのお店に入り、整備士とし

て勤めました。ＬＥＸＵＳの店舗立ち上げの

際に熊谷のお店に行きまして、人と話すこと

に興味があったので、そこから営業に転職。

ＬＥＸＵＳ所沢で９年間営業職を勤めて、法

人のお客様もだいぶ多くなってきたことか

ら、車のご相談はもちろんなのですが、その

他、多岐にわたってのお客様貢献がなかなか

できないということもあり、「ソニー生命保険

（株）」に転職することにしました。今、転職し

て６年が経とうとしています。仕事の役職は

「ライフプランナー」です。創業者・盛田昭夫が

創り上げた生命保険業で、創業のモットーで

ある「生命保険業界を変える」という強い精

神をしっかり受け継ぎ、いかにお客様貢献、

法人貢献ができるかというところを突き詰め

ながら日々知識の習得に努めております。

　今、飯能ＲＣに居させて頂けるのも、幼少期

から今までたくさんの人にお世話になったお

蔭と思っています。生まれ育った飯能にしっ

かりと恩返しをし貢献ができるよう、そして

私には高校生、中学生、小学生と、３人の子ど

もが居るのですが、その子達にとっての明る

い未来、夢や

希望のもてる

未来に繋いで

いければ、そ

んな役に立つ

ことができれ

ばなと思って

います。

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
世界に希望を生み出そう 髙 丹 秀 篤

齋 藤 栄 作

ロ ー タ リ ー 財 団 月 間

当 番 増島君、前島君

第 例会

馬 場 正 春 神 田 敬 文

例会場：ホテル・ヘリテイジ飯能sta.

天　候 曇

会　長 幹　事

例会日 水曜日（12:30～13:30）

事務局：飯能商工会議所内

希望を語ろう



・点　鐘　馬場会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　志岐祐二会員　皆川 豪会員

【会長報告】

　ロシアのウクライナ侵攻が始まって１年以

上が経ち、多くの犠牲者が出ている中、また

今度、以前から争いのあった、イスラエルと

ハマスの間で悲惨な戦いが起きております。

　マッキナリーＲＩ会長のメッセージに「世界

に希望を生み出すには、積極的に平和を訴え

ていかなければなりません。では、どこから

始めたらよいのでしょうか？ 世界ではあち

らこちらで武力紛争が発生しており、避難民

の数はかつてないほど増加しています。支援

の機会は無数にありますが、暴力と苦難の連

鎖も終わりがないように見えます。私からの

アドバイスは、大きく考えながら小さく始め

ることです」とありました。一日も早く争い

がなくなればと祈るばかりです。

　１１／２２、入会３年未満と１０年未満の会員

の研修会・体験研修会には４０名以上の参加が

見込まれているとのことですが、例会の出席

率が良くありません。７～９月８３％。９０％を

維持するにはどうしたらいいのか。アンケー

トも実施したので揉んでいこうと思っており

ます。ロータリーライフにおける「親睦」の第

一歩は「例会に出席」することから始まりま

す。例会の目的について「分かち合いの精神

による事業の永続性を学び、友情を深め、自

己改善を図り、その結果として奉仕の心が育

まれます」とあります。ＲＣ運動に終結はあり

ません。米山梅吉翁は「ＲＣの例会は人生の

道場」と語っておられます。新しい方には勉

強会に参加して頂き、まず「例会が大切」とい

うことを噛みしめて頂きたい。先輩の方々は

「例会を休んだら必ずＭＵに行かなくちゃダ

メなんだ」と言われてきたそうです。１００％

出席の方は皆さんお休みされると必ず他所の

クラブに行っています。時間を作って水曜日

を必ず空けるようにすることもやればできる

と思います。勉強会でまたいろいろお話した

いと思っています。

【幹事報告】

　１１／２９第３回パスト会長会議。１２／６第７

回理事会１１時半より。ご出席お願い致します。

【委員会報告】

◎ロータリー財団委員会　　　　　　土屋君

　今月は「ロータリー財団月間」。先日、馬場

正春会長より２回目の特別寄付を頂戴しまし

た。７月には沢辺会員より頂いており２人目

です。今後もよろしくお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　矢島（高）君

　１１／２２「ヘリテイジ飯能」１８時～今年度

第１回炉辺会談。情報・戦略・クラブ奉仕・出席

の各委員長は発表をよろしくお願いします。

入会３年未満、入会１０年未満会員の「体験研

修会」の形で行います。ご都合をつけてご出席

下さい。２部の懇親会だけの参加も受け付け

ております。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　天ヶ瀬君

　１１／１９親睦ゴルフ大会。２次会「清河園」

のみの参加も受け付けております。

【出席報告】無届欠席２ 大野（泰）出席向上委員長

【Ｍ　　Ｕ】

１１／１０（秋田中央）中川君

【ＳＡＡ報告】

・早退します。　　　　　　　　　細田（伴）君

本日計１，０００円、累計額３８４，５０１円。

◎２９日例会当番は本橋、森田会員です。

【卓　　話】

◎講師紹介　　　　　大﨑プログラム委員長

　第２回目のイニシエーション・スピーチ。

よろしくお願いします。

■志岐祐二会員

　Ｓ２７年１２月生まれ。来月７１歳になりま

す。市川会員のご紹介で今年の２月に入会さ

せて頂きました。６人兄弟で男３人、女３人。

「祐二」の「二」は次男坊で上から４番目。姉

も兄も妹も弟も居るという状態で、すべて

「自分のことは自分でしなさい」という教育の

下で育って参りました。出身は福岡県柳川

市。田舎と言いますか時計が止まっているよ

うなまちなのですが、ただ堀端に柳が多く、

その堀を「どんこ舟」で川下りするというの

を観光としてやっているところです。

　福岡には昔から藩校が３つあり、「福岡県立

修猷館（しゅうゆうかん）高等学校」は有名

だと思います。それから久留米の「福岡県立

明善高等学校」。そして私が通った、柳川の

「福岡県立伝習館高等学校」。結構歴史は古

く、私が入った時には近年にない高い成績で

入ったそうです。そして、出る時には最低で

出た（笑）。何でそういうことになったかと言

いますと、ちょうど大学紛争が終わりかけて

きた名残りが高校にも押し寄せてきており、

私共の方は高校２年の頃から学校に行かない

形でずっと来ました。

　兄弟が多いので大学進学は考えてもいない

し、かと言って他に何をするか、考えてもい

ない状態だったのですが、兄弟の方から「せ

めてお前ぐらいは大学に行きなさいよ」とか

言われて、「しゃあないな。何とか考えなきゃ

いけないな」というので

一つ思った大学がありま

した。私以外は皆、公務

員関係とかで、おやじ、

おふくろは堅い人間を育

てたかったみたいなので

すが、そこに反発心が強

くあって、早く家を出た

い、東京に出して欲しい

と言ったのですが、「お前

みたいなのは東京なんか行ったらどうなるか

分からない」と止められまして、姉が大阪に

居ましたので、最初から「大阪の夜間の大学に

行きたい。それで２年したら昼間に転部して

夜間の生活と昼間の生活を体験したいんだ」

と言いました。「そんなに甘くないよ」と言わ

れたのですが、そこは押し切りまして、１年

の時には松下電工の本社に勤めながら夜間部

に行き、３・４年は昼間部に通いました。

　３年になって分かったことがありました。

夜間部に行っている人は結構、皆、頑張り屋さ

んだったり大変な人も多い。非常に自分の考

えが甘いなということを痛感したのが一点。

もう一つは、きれいごとばかりじゃないなと

いう点でした。これでは自分に対しての魅力

も信頼も生まれないよなと感じて、では足り

ないのは何か？と考えました。やはり足りな

いのは遊びだということで、３年と４年はめ

ちゃくちゃ遊びました。授業料を払って麻雀

を教えてもらい、たばこの吸い方、お酒の飲

み方も教えてもらいました。そんな状態です

ので大学は最低の単位で卒業しております。

　就職は「大和ハウス」に入りました。まさか

今のように大きな企業になるとは思いもしな

かったのですが、とりあえず、おやじ、おふ

くろを安心させるために、名前の分かるよう

な会社に一回は入っておかなければというの

で入社したわけです。大阪の大学でしたので

大阪の本社採用、大阪で勤務できると思って

いましたら私だけが東京に飛ばされました。

それから東京、関東の方に縁ができたわけで

ございます。

　現場監督として（業者に支払う）実行予算

を組む仕事をいくつもやっているうちに、建

築はお金にあまり縁が無いと思っていたので

すが、実際にはお金が無いことには回らない

と感じ、建築のお金の大事さを知りました。

そこで、専門的な積算事務所でしっかり勉強

しなければいけないな、というのでそちらの

方に入りました。その縁で今もずっと仕事を

しているという状態でございます。

　３０歳で結婚して最初の子どもができ、そ

の時には福岡の方に転勤していたのですが、

家でお酒を飲んで愚痴っていると、妻から

「家に帰ってきたら仕事の愚痴は言わないと

いうことだったのにお父さん愚痴ってない？」

と言われました。「そんなことないよ。会社を

よくしたいために一生懸命考えているんだ

よ」「でも毎回同じ話ばかりしてるよね。ちゃ

んと仕事してるんだったら、もしかしたら自

分で仕事始めた方が早んじゃないの？」と言

われまして、あ、そうか、と思いました。そう

いう頭は僕にはなかったので、「そうだよね。

自分で始めたら愚痴も何もないよね」と。最

初の子どもが生まれてくる。今は積算でめし

が食えているけれども、先々は食えるかどう

か分からない。まして建築の方はやはり関東

中心なので九州の博多で独立しても２、３人

から５人位の所員しか雇えないのではないか

と感じていたのと、幸い、義母の実家が東京

の新宿でしたので、「じゃあ、裸一貫でやるの

だったら東京でいいね」ということで、東京に

出てくるためにそこで初めて勉強しました。

　まず一級を取得。それから積算でめしが食

えるか分からないので、構造計算をはじめい

ろいろなものを勉強しまして、始めてその時

に“勉強した”というのが今の仕事の礎になっ

ているんじゃないかなと思っております。

　東京に来まして、さあ、事務所を探そうと

いうことで、友達（Ｋ）のところに挨拶に行っ

たところ、「７年も離れていたら東京は変わっ

ているし頭もついてこないよ。うちの事務所

に１、２年でも居て、慣れてから独立しても

遅くはないよ」と言われ、その言葉に甘えて

所員６人の事務所の７人目として、役員の形

で入りました。時代はバブル後期でＫ氏は

「僕はお金を儲けるために事務所を開いてい

るんだ。志岐君、何か儲けさせてよ」という感

じでした。技術屋でやりたいし、技術のこと

しか知らなかった私は「お金を儲けたいから

仕事してるの？」と聞くと「そうだよ。普通

皆、それが当り前だよ。君みたいにゆっくり

技術者を育てていくなんていうのは理想だけ

ど実際にはお金が無いと回らないんだよね」。

それが“経営”というものに私が目覚める一点

だったと思います。

「じゃあ、Ｋさん、お金を儲けたいんだったら

今、僕の頭の中に９割９分の成功ストーリー

をもってる。毎月、運転資金プラス２００万円

を３か月分用意できるならそのプランを実行

してあげる。その間は何があっても声を掛け

ないで。お金は３か月目から回る予定だか

ら」と言ってそれをやりました。

　私が出したプランというのは今だったら単

純なことです。バブル後期で仕事はいくつも

ありました。ただ人が居ない。処理できない

のです。僕の方は福岡に人脈を作っておりま

したので福岡には人は居る。仕事が無い。そ

こで、頂いた仕事を飛行機に乗せ福岡に送り

納期前に返してもらい、それをチェックして

私の方で出すというものでした。プラス、福

岡の人達の方もすぐには信用してくれません

ので即金で支払う。それが３か月分です。仕

事をした分は２か月目からお金に切り替わっ

てきます。それが連続してきて、積算の部員

は最初私１人だったのですけれども、回転し

ている間に社員教育をして人を増やしてい

く。そういう形で会社のお金の方も上がって

いきました。時期が良かっただけだと思うの

ですが、それが当たりまして、５年間で８５人

にしちゃいました。と言っても、建築事務所

自体はサービス業ですから零細企業です。で

も一応８５人位になると、いろんな運営とか

も勉強しなければいけなくなりますし、いろ

いろな勉強をさせて頂きました。

　そして、今度は時代性が安い方、安い方へ

という中で、海外の方も考えようということ

になり、台湾、シンガポール、香港、上海に

候補地の下見に行きました。一番安心なのは

シンガポールとか台湾だったのですけれども

当時、上海は人がうようよして活気しか感じ

られないような状態でしたので、やるんだっ

たら上海じゃないかということになりまし

た。合弁だと取られてしまう可能性があった

ので、時間がかかってもいいから、という形で

独資、日本の資本オンリーで事務所を開き、

今は３０人位の会社になっております。

　元々私は裸一貫で独立するために東京に来

たわけですので、やはりやっていても“自分

の会社”というものが無い、という、結構わ

がままなものが残っておりました。そこで、

１６年間勤務した後、４６歳の時に今の「（株）

アーツコンサルタント」というのを創りました。

積算業務関係に、プラス、幅を拡げまして、

デベロッパーの予算関係の相談にも乗るよう

にしています。あと、マンションのリニュー

アル関係を含めたコンサルタントをさせても

らっています。

　福岡の方と、仕事は東京、住まいは飯能と

いう形で、軸足が３つあるのですけれども、

一丁目（仲町）に住んでおりまして、お祭り

を縁にＲＣに入会させて頂いたのも一つです

し、飯能の建築士会の方にも入会させて頂き

ました。プラス、地域の方での年金ゴルフ倶

楽部の方にも入会させて頂き、だんだん軸足

が福岡から東京、東京から飯能に動いて、飯

能のウェイトが高くなっているのが近況で

す。これからもよろしくお願い致します。

■皆川　豪会員

「ソニー生命」の皆川です。まだ、たくさん

の方とお話ができていないので、今までの人

生をお話しようかなと思っていますので、少

しでも共通点がありましたら声をかけて頂け

れば嬉しいなと思っています。

　私はＳ５７年、飯能第一小学校横にあった

西武産院で生まれました。住まいは中山の県

営団地で、小学校５年生まで住んでいまし

た。当時どんな出来事があったのかを調べま

したら、「５００円硬貨が発行」「大宮～盛岡

間、大宮～新潟間に新幹線が開通」というの

がＳ５７年でした。

　サラリーマンの父、専業主婦の母、２つ上に

姉という平凡な家庭でし

た。幼少期の記憶は鮮明

ではないのですが、小学

校に上がる前に流行って

いたのが「光ＧＥＮＪＩ」

だったので、ローラース

ケートで遊んでいた、と

いうか、団地の中のおね

えさん方の中にはだいぶ

ファンの方が居たので、

カセットテープで曲を流して、それに合わせ

て踊らされていた、というような形でした。

あとは、中山美穂派なのか、工藤静香派なの

か、と、ヤンキーのおにいちゃん達に問い詰

められたり…そんな記憶が残っています。県

営団地からよく裏の山を通って、今で言う

「ムーミン谷」（宮沢湖周辺）、そのまま越える

と「武蔵丘ゴルフコース」があったので、よ

く裏山に行ってゴルフボールを集めてくると

いうようなこともしていました。「何でこんな

ところにゴルフボールが来るんだろうな」と

その時は思っていたのですが、自分でゴルフ

を始めてみて、すごく理解ができるようにな

りました。

　飯能第一小学校に入学して少し野球をかじ

りましたが、半年位しか居なかったのでチー

ムの名前も覚えていないのです。銀座通りの

「丸美堂」に行ったり、（飯能駅前にあった）

「丸広」の屋上で遊んだりしました。

　小学校５年生の時、戸建てが欲しいという

ことで家探しを始めたのですが、バブルの時

で住宅が非常に高く、美杉台も武蔵台も１億

円近い金額で到底無理だということになり、

さらに奥に行って、原市場に引っ越すことに

なりました。

　原市場の家は、玄関開けたら走って５秒位

で名栗川だったので、小学校の頃は夏になる

と起きてそのまま川にダイブするというよう

な生活で、お昼ごはんは川でバーベキュー。

そんな形で過ごしていました。

　その頃、小学校５年生からサッカーを始め

て、原市場中学校でも続けていたのですが、

正直あまり勝った記憶はありません。ＲＣに

入らせて頂くきっかけにもなりました天ヶ瀬

さんの家にその頃はよく遊びに行かせて頂い

ており、姉が居たので同級生と遊ぶというよ

り、２つ上の、天ヶ瀬さんの弟さんとよく遊

ばせて頂き、そこでいろんなことを学ばせて

頂きました。

　サッカー部は３年間やっていたのですが、

当時「ＳＬＡＭ　ＤＵＮＫ」が流行っていたので

幼なじみはバスケット部に多くて、部活が終

わってから遊ぶというとバスケをする時間が

多くありました。気がついたらサッカーより

もバスケの方に時間を割くようになり、原市

場の社会人チームに中学３年生から入るよう

になりました。昼はサッカー、夜はバスケの

二刀流生活をしていたような形です。

　高校は、原市場から飯能に出て、さらに電

車というのは大変だったので、近いという理

由で「飯能高校」に行かせて頂きました。

　私が入った頃の飯能高校は生徒の自主性を

重んじるというような校風で、金髪あり、赤

髪あり、ミドリも居りました。制服を着てい

る先輩はほとんどおらず、私も若気の至りで

太めのピアスをあけていました。

　交通費がかかることもあって、高校まで自

転車で通っていました。山を下って山を上る

生活を３年間続けました。バスケをやってい

たので朝練に行き、部活が終わって戻ってか

ら、夕方からは社会人バスケ、というような

生活でした。

　部活を引退してからは美杉台の出光のガソ

リンスタンドでバイトをしていました。５年

近くやっていたので、皆様のお車も洗車させ

て頂いたことがあるかもしれません。

　それがきっかけで車に興味をもち、八王子

にある専門学校「トヨタ東京自動車大学校」

に進学。２年間、整備士の勉強をしました。

　２年間は厳しく、始業と同時に門が閉ま

り、周りは高い塀に囲まれ、皆、黄色いツナ

ギを着ているので「囚人学校」と言われるよ

うな学校でした。レポートをすごく書かされ

たので、卒業までにおそらく２，０００枚位は

書いたと思います。

　そこからトヨタのお店に入り、整備士とし

て勤めました。ＬＥＸＵＳの店舗立ち上げの

際に熊谷のお店に行きまして、人と話すこと

に興味があったので、そこから営業に転職。

ＬＥＸＵＳ所沢で９年間営業職を勤めて、法

人のお客様もだいぶ多くなってきたことか

ら、車のご相談はもちろんなのですが、その

他、多岐にわたってのお客様貢献がなかなか

できないということもあり、「ソニー生命保険

（株）」に転職することにしました。今、転職し

て６年が経とうとしています。仕事の役職は

「ライフプランナー」です。創業者・盛田昭夫が

創り上げた生命保険業で、創業のモットーで

ある「生命保険業界を変える」という強い精

神をしっかり受け継ぎ、いかにお客様貢献、

法人貢献ができるかというところを突き詰め

ながら日々知識の習得に努めております。

　今、飯能ＲＣに居させて頂けるのも、幼少期

から今までたくさんの人にお世話になったお

蔭と思っています。生まれ育った飯能にしっ

かりと恩返しをし貢献ができるよう、そして

私には高校生、中学生、小学生と、３人の子ど

もが居るのですが、その子達にとっての明る

い未来、夢や

希望のもてる

未来に繋いで

いければ、そ

んな役に立つ

ことができれ

ばなと思って

います。

イニシエーション・スピーチ

志岐祐二会員飯能ＲＣ

皆 川　豪会員飯能ＲＣ

（Ｒ５年２月入会）

（Ｒ５年４月入会）

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率

し き ゆうじ



・点　鐘　馬場会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　志岐祐二会員　皆川 豪会員

【会長報告】

　ロシアのウクライナ侵攻が始まって１年以

上が経ち、多くの犠牲者が出ている中、また

今度、以前から争いのあった、イスラエルと

ハマスの間で悲惨な戦いが起きております。

　マッキナリーＲＩ会長のメッセージに「世界

に希望を生み出すには、積極的に平和を訴え

ていかなければなりません。では、どこから

始めたらよいのでしょうか？ 世界ではあち

らこちらで武力紛争が発生しており、避難民

の数はかつてないほど増加しています。支援

の機会は無数にありますが、暴力と苦難の連

鎖も終わりがないように見えます。私からの

アドバイスは、大きく考えながら小さく始め

ることです」とありました。一日も早く争い

がなくなればと祈るばかりです。

　１１／２２、入会３年未満と１０年未満の会員

の研修会・体験研修会には４０名以上の参加が

見込まれているとのことですが、例会の出席

率が良くありません。７～９月８３％。９０％を

維持するにはどうしたらいいのか。アンケー

トも実施したので揉んでいこうと思っており

ます。ロータリーライフにおける「親睦」の第

一歩は「例会に出席」することから始まりま

す。例会の目的について「分かち合いの精神

による事業の永続性を学び、友情を深め、自

己改善を図り、その結果として奉仕の心が育

まれます」とあります。ＲＣ運動に終結はあり

ません。米山梅吉翁は「ＲＣの例会は人生の

道場」と語っておられます。新しい方には勉

強会に参加して頂き、まず「例会が大切」とい

うことを噛みしめて頂きたい。先輩の方々は

「例会を休んだら必ずＭＵに行かなくちゃダ

メなんだ」と言われてきたそうです。１００％

出席の方は皆さんお休みされると必ず他所の

クラブに行っています。時間を作って水曜日

を必ず空けるようにすることもやればできる

と思います。勉強会でまたいろいろお話した

いと思っています。

【幹事報告】

　１１／２９第３回パスト会長会議。１２／６第７

回理事会１１時半より。ご出席お願い致します。

【委員会報告】

◎ロータリー財団委員会　　　　　　土屋君

　今月は「ロータリー財団月間」。先日、馬場

正春会長より２回目の特別寄付を頂戴しまし

た。７月には沢辺会員より頂いており２人目

です。今後もよろしくお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　矢島（高）君

　１１／２２「ヘリテイジ飯能」１８時～今年度

第１回炉辺会談。情報・戦略・クラブ奉仕・出席

の各委員長は発表をよろしくお願いします。

入会３年未満、入会１０年未満会員の「体験研

修会」の形で行います。ご都合をつけてご出席

下さい。２部の懇親会だけの参加も受け付け

ております。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　天ヶ瀬君

　１１／１９親睦ゴルフ大会。２次会「清河園」

のみの参加も受け付けております。

【出席報告】無届欠席２ 大野（泰）出席向上委員長

【Ｍ　　Ｕ】

１１／１０（秋田中央）中川君

【ＳＡＡ報告】

・早退します。　　　　　　　　　細田（伴）君

本日計１，０００円、累計額３８４，５０１円。

◎２９日例会当番は本橋、森田会員です。

【卓　　話】

◎講師紹介　　　　　大﨑プログラム委員長

　第２回目のイニシエーション・スピーチ。

よろしくお願いします。

■志岐祐二会員

　Ｓ２７年１２月生まれ。来月７１歳になりま

す。市川会員のご紹介で今年の２月に入会さ

せて頂きました。６人兄弟で男３人、女３人。

「祐二」の「二」は次男坊で上から４番目。姉

も兄も妹も弟も居るという状態で、すべて

「自分のことは自分でしなさい」という教育の

下で育って参りました。出身は福岡県柳川

市。田舎と言いますか時計が止まっているよ

うなまちなのですが、ただ堀端に柳が多く、

その堀を「どんこ舟」で川下りするというの

を観光としてやっているところです。

　福岡には昔から藩校が３つあり、「福岡県立

修猷館（しゅうゆうかん）高等学校」は有名

だと思います。それから久留米の「福岡県立

明善高等学校」。そして私が通った、柳川の

「福岡県立伝習館高等学校」。結構歴史は古

く、私が入った時には近年にない高い成績で

入ったそうです。そして、出る時には最低で

出た（笑）。何でそういうことになったかと言

いますと、ちょうど大学紛争が終わりかけて

きた名残りが高校にも押し寄せてきており、

私共の方は高校２年の頃から学校に行かない

形でずっと来ました。

　兄弟が多いので大学進学は考えてもいない

し、かと言って他に何をするか、考えてもい

ない状態だったのですが、兄弟の方から「せ

めてお前ぐらいは大学に行きなさいよ」とか

言われて、「しゃあないな。何とか考えなきゃ

いけないな」というので

一つ思った大学がありま

した。私以外は皆、公務

員関係とかで、おやじ、

おふくろは堅い人間を育

てたかったみたいなので

すが、そこに反発心が強

くあって、早く家を出た

い、東京に出して欲しい

と言ったのですが、「お前

みたいなのは東京なんか行ったらどうなるか

分からない」と止められまして、姉が大阪に

居ましたので、最初から「大阪の夜間の大学に

行きたい。それで２年したら昼間に転部して

夜間の生活と昼間の生活を体験したいんだ」

と言いました。「そんなに甘くないよ」と言わ

れたのですが、そこは押し切りまして、１年

の時には松下電工の本社に勤めながら夜間部

に行き、３・４年は昼間部に通いました。

　３年になって分かったことがありました。

夜間部に行っている人は結構、皆、頑張り屋さ

んだったり大変な人も多い。非常に自分の考

えが甘いなということを痛感したのが一点。

もう一つは、きれいごとばかりじゃないなと

いう点でした。これでは自分に対しての魅力

も信頼も生まれないよなと感じて、では足り

ないのは何か？と考えました。やはり足りな

いのは遊びだということで、３年と４年はめ

ちゃくちゃ遊びました。授業料を払って麻雀

を教えてもらい、たばこの吸い方、お酒の飲

み方も教えてもらいました。そんな状態です

ので大学は最低の単位で卒業しております。

　就職は「大和ハウス」に入りました。まさか

今のように大きな企業になるとは思いもしな

かったのですが、とりあえず、おやじ、おふ

くろを安心させるために、名前の分かるよう

な会社に一回は入っておかなければというの

で入社したわけです。大阪の大学でしたので

大阪の本社採用、大阪で勤務できると思って

いましたら私だけが東京に飛ばされました。

それから東京、関東の方に縁ができたわけで

ございます。

　現場監督として（業者に支払う）実行予算

を組む仕事をいくつもやっているうちに、建

築はお金にあまり縁が無いと思っていたので

すが、実際にはお金が無いことには回らない

と感じ、建築のお金の大事さを知りました。

そこで、専門的な積算事務所でしっかり勉強

しなければいけないな、というのでそちらの

方に入りました。その縁で今もずっと仕事を

しているという状態でございます。

　３０歳で結婚して最初の子どもができ、そ

の時には福岡の方に転勤していたのですが、

家でお酒を飲んで愚痴っていると、妻から

「家に帰ってきたら仕事の愚痴は言わないと

いうことだったのにお父さん愚痴ってない？」

と言われました。「そんなことないよ。会社を

よくしたいために一生懸命考えているんだ

よ」「でも毎回同じ話ばかりしてるよね。ちゃ

んと仕事してるんだったら、もしかしたら自

分で仕事始めた方が早んじゃないの？」と言

われまして、あ、そうか、と思いました。そう

いう頭は僕にはなかったので、「そうだよね。

自分で始めたら愚痴も何もないよね」と。最

初の子どもが生まれてくる。今は積算でめし

が食えているけれども、先々は食えるかどう

か分からない。まして建築の方はやはり関東

中心なので九州の博多で独立しても２、３人

から５人位の所員しか雇えないのではないか

と感じていたのと、幸い、義母の実家が東京

の新宿でしたので、「じゃあ、裸一貫でやるの

だったら東京でいいね」ということで、東京に

出てくるためにそこで初めて勉強しました。

　まず一級を取得。それから積算でめしが食

えるか分からないので、構造計算をはじめい

ろいろなものを勉強しまして、始めてその時

に“勉強した”というのが今の仕事の礎になっ

ているんじゃないかなと思っております。

　東京に来まして、さあ、事務所を探そうと

いうことで、友達（Ｋ）のところに挨拶に行っ

たところ、「７年も離れていたら東京は変わっ

ているし頭もついてこないよ。うちの事務所

に１、２年でも居て、慣れてから独立しても

遅くはないよ」と言われ、その言葉に甘えて

所員６人の事務所の７人目として、役員の形

で入りました。時代はバブル後期でＫ氏は

「僕はお金を儲けるために事務所を開いてい

るんだ。志岐君、何か儲けさせてよ」という感

じでした。技術屋でやりたいし、技術のこと

しか知らなかった私は「お金を儲けたいから

仕事してるの？」と聞くと「そうだよ。普通

皆、それが当り前だよ。君みたいにゆっくり

技術者を育てていくなんていうのは理想だけ

ど実際にはお金が無いと回らないんだよね」。

それが“経営”というものに私が目覚める一点

だったと思います。

「じゃあ、Ｋさん、お金を儲けたいんだったら

今、僕の頭の中に９割９分の成功ストーリー

をもってる。毎月、運転資金プラス２００万円

を３か月分用意できるならそのプランを実行

してあげる。その間は何があっても声を掛け

ないで。お金は３か月目から回る予定だか

ら」と言ってそれをやりました。

　私が出したプランというのは今だったら単

純なことです。バブル後期で仕事はいくつも

ありました。ただ人が居ない。処理できない

のです。僕の方は福岡に人脈を作っておりま

したので福岡には人は居る。仕事が無い。そ

こで、頂いた仕事を飛行機に乗せ福岡に送り

納期前に返してもらい、それをチェックして

私の方で出すというものでした。プラス、福

岡の人達の方もすぐには信用してくれません

ので即金で支払う。それが３か月分です。仕

事をした分は２か月目からお金に切り替わっ

てきます。それが連続してきて、積算の部員

は最初私１人だったのですけれども、回転し

ている間に社員教育をして人を増やしてい

く。そういう形で会社のお金の方も上がって

いきました。時期が良かっただけだと思うの

ですが、それが当たりまして、５年間で８５人

にしちゃいました。と言っても、建築事務所

自体はサービス業ですから零細企業です。で

も一応８５人位になると、いろんな運営とか

も勉強しなければいけなくなりますし、いろ

いろな勉強をさせて頂きました。

　そして、今度は時代性が安い方、安い方へ

という中で、海外の方も考えようということ

になり、台湾、シンガポール、香港、上海に

候補地の下見に行きました。一番安心なのは

シンガポールとか台湾だったのですけれども

当時、上海は人がうようよして活気しか感じ

られないような状態でしたので、やるんだっ

たら上海じゃないかということになりまし

た。合弁だと取られてしまう可能性があった

ので、時間がかかってもいいから、という形で

独資、日本の資本オンリーで事務所を開き、

今は３０人位の会社になっております。

　元々私は裸一貫で独立するために東京に来

たわけですので、やはりやっていても“自分

の会社”というものが無い、という、結構わ

がままなものが残っておりました。そこで、

１６年間勤務した後、４６歳の時に今の「（株）

アーツコンサルタント」というのを創りました。

積算業務関係に、プラス、幅を拡げまして、

デベロッパーの予算関係の相談にも乗るよう

にしています。あと、マンションのリニュー

アル関係を含めたコンサルタントをさせても

らっています。

　福岡の方と、仕事は東京、住まいは飯能と

いう形で、軸足が３つあるのですけれども、

一丁目（仲町）に住んでおりまして、お祭り

を縁にＲＣに入会させて頂いたのも一つです

し、飯能の建築士会の方にも入会させて頂き

ました。プラス、地域の方での年金ゴルフ倶

楽部の方にも入会させて頂き、だんだん軸足

が福岡から東京、東京から飯能に動いて、飯

能のウェイトが高くなっているのが近況で

す。これからもよろしくお願い致します。

■皆川　豪会員

「ソニー生命」の皆川です。まだ、たくさん

の方とお話ができていないので、今までの人

生をお話しようかなと思っていますので、少

しでも共通点がありましたら声をかけて頂け

れば嬉しいなと思っています。

　私はＳ５７年、飯能第一小学校横にあった

西武産院で生まれました。住まいは中山の県

営団地で、小学校５年生まで住んでいまし

た。当時どんな出来事があったのかを調べま

したら、「５００円硬貨が発行」「大宮～盛岡

間、大宮～新潟間に新幹線が開通」というの

がＳ５７年でした。

　サラリーマンの父、専業主婦の母、２つ上に

姉という平凡な家庭でし

た。幼少期の記憶は鮮明

ではないのですが、小学

校に上がる前に流行って

いたのが「光ＧＥＮＪＩ」

だったので、ローラース

ケートで遊んでいた、と

いうか、団地の中のおね

えさん方の中にはだいぶ

ファンの方が居たので、

カセットテープで曲を流して、それに合わせ

て踊らされていた、というような形でした。

あとは、中山美穂派なのか、工藤静香派なの

か、と、ヤンキーのおにいちゃん達に問い詰

められたり…そんな記憶が残っています。県

営団地からよく裏の山を通って、今で言う

「ムーミン谷」（宮沢湖周辺）、そのまま越える

と「武蔵丘ゴルフコース」があったので、よ

く裏山に行ってゴルフボールを集めてくると

いうようなこともしていました。「何でこんな

ところにゴルフボールが来るんだろうな」と

その時は思っていたのですが、自分でゴルフ

を始めてみて、すごく理解ができるようにな

りました。

　飯能第一小学校に入学して少し野球をかじ

りましたが、半年位しか居なかったのでチー

ムの名前も覚えていないのです。銀座通りの

「丸美堂」に行ったり、（飯能駅前にあった）

「丸広」の屋上で遊んだりしました。

　小学校５年生の時、戸建てが欲しいという

ことで家探しを始めたのですが、バブルの時

で住宅が非常に高く、美杉台も武蔵台も１億

円近い金額で到底無理だということになり、

さらに奥に行って、原市場に引っ越すことに

なりました。

　原市場の家は、玄関開けたら走って５秒位

で名栗川だったので、小学校の頃は夏になる

と起きてそのまま川にダイブするというよう

な生活で、お昼ごはんは川でバーベキュー。

そんな形で過ごしていました。

　その頃、小学校５年生からサッカーを始め

て、原市場中学校でも続けていたのですが、

正直あまり勝った記憶はありません。ＲＣに

入らせて頂くきっかけにもなりました天ヶ瀬

さんの家にその頃はよく遊びに行かせて頂い

ており、姉が居たので同級生と遊ぶというよ

り、２つ上の、天ヶ瀬さんの弟さんとよく遊

ばせて頂き、そこでいろんなことを学ばせて

頂きました。

　サッカー部は３年間やっていたのですが、

当時「ＳＬＡＭ　ＤＵＮＫ」が流行っていたので

幼なじみはバスケット部に多くて、部活が終

わってから遊ぶというとバスケをする時間が

多くありました。気がついたらサッカーより

もバスケの方に時間を割くようになり、原市

場の社会人チームに中学３年生から入るよう

になりました。昼はサッカー、夜はバスケの

二刀流生活をしていたような形です。

　高校は、原市場から飯能に出て、さらに電

車というのは大変だったので、近いという理

由で「飯能高校」に行かせて頂きました。

　私が入った頃の飯能高校は生徒の自主性を

重んじるというような校風で、金髪あり、赤

髪あり、ミドリも居りました。制服を着てい

る先輩はほとんどおらず、私も若気の至りで

太めのピアスをあけていました。

　交通費がかかることもあって、高校まで自

転車で通っていました。山を下って山を上る

生活を３年間続けました。バスケをやってい

たので朝練に行き、部活が終わって戻ってか

ら、夕方からは社会人バスケ、というような

生活でした。

　部活を引退してからは美杉台の出光のガソ

リンスタンドでバイトをしていました。５年

近くやっていたので、皆様のお車も洗車させ

て頂いたことがあるかもしれません。

　それがきっかけで車に興味をもち、八王子

にある専門学校「トヨタ東京自動車大学校」

に進学。２年間、整備士の勉強をしました。

　２年間は厳しく、始業と同時に門が閉ま

り、周りは高い塀に囲まれ、皆、黄色いツナ

ギを着ているので「囚人学校」と言われるよ

うな学校でした。レポートをすごく書かされ

たので、卒業までにおそらく２，０００枚位は

書いたと思います。

　そこからトヨタのお店に入り、整備士とし

て勤めました。ＬＥＸＵＳの店舗立ち上げの

際に熊谷のお店に行きまして、人と話すこと

に興味があったので、そこから営業に転職。

ＬＥＸＵＳ所沢で９年間営業職を勤めて、法

人のお客様もだいぶ多くなってきたことか

ら、車のご相談はもちろんなのですが、その

他、多岐にわたってのお客様貢献がなかなか

できないということもあり、「ソニー生命保険

（株）」に転職することにしました。今、転職し

て６年が経とうとしています。仕事の役職は

「ライフプランナー」です。創業者・盛田昭夫が

創り上げた生命保険業で、創業のモットーで

ある「生命保険業界を変える」という強い精

神をしっかり受け継ぎ、いかにお客様貢献、

法人貢献ができるかというところを突き詰め

ながら日々知識の習得に努めております。

　今、飯能ＲＣに居させて頂けるのも、幼少期

から今までたくさんの人にお世話になったお

蔭と思っています。生まれ育った飯能にしっ

かりと恩返しをし貢献ができるよう、そして

私には高校生、中学生、小学生と、３人の子ど

もが居るのですが、その子達にとっての明る

い未来、夢や

希望のもてる

未来に繋いで

いければ、そ

んな役に立つ

ことができれ

ばなと思って

います。

みながわ　たけし



・点　鐘　馬場会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　志岐祐二会員　皆川 豪会員

【会長報告】

　ロシアのウクライナ侵攻が始まって１年以

上が経ち、多くの犠牲者が出ている中、また

今度、以前から争いのあった、イスラエルと

ハマスの間で悲惨な戦いが起きております。

　マッキナリーＲＩ会長のメッセージに「世界

に希望を生み出すには、積極的に平和を訴え

ていかなければなりません。では、どこから

始めたらよいのでしょうか？ 世界ではあち

らこちらで武力紛争が発生しており、避難民

の数はかつてないほど増加しています。支援

の機会は無数にありますが、暴力と苦難の連

鎖も終わりがないように見えます。私からの

アドバイスは、大きく考えながら小さく始め

ることです」とありました。一日も早く争い

がなくなればと祈るばかりです。

　１１／２２、入会３年未満と１０年未満の会員

の研修会・体験研修会には４０名以上の参加が

見込まれているとのことですが、例会の出席

率が良くありません。７～９月８３％。９０％を

維持するにはどうしたらいいのか。アンケー

トも実施したので揉んでいこうと思っており

ます。ロータリーライフにおける「親睦」の第

一歩は「例会に出席」することから始まりま

す。例会の目的について「分かち合いの精神

による事業の永続性を学び、友情を深め、自

己改善を図り、その結果として奉仕の心が育

まれます」とあります。ＲＣ運動に終結はあり

ません。米山梅吉翁は「ＲＣの例会は人生の

道場」と語っておられます。新しい方には勉

強会に参加して頂き、まず「例会が大切」とい

うことを噛みしめて頂きたい。先輩の方々は

「例会を休んだら必ずＭＵに行かなくちゃダ

メなんだ」と言われてきたそうです。１００％

出席の方は皆さんお休みされると必ず他所の

クラブに行っています。時間を作って水曜日

を必ず空けるようにすることもやればできる

と思います。勉強会でまたいろいろお話した

いと思っています。

【幹事報告】

　１１／２９第３回パスト会長会議。１２／６第７

回理事会１１時半より。ご出席お願い致します。

【委員会報告】

◎ロータリー財団委員会　　　　　　土屋君

　今月は「ロータリー財団月間」。先日、馬場

正春会長より２回目の特別寄付を頂戴しまし

た。７月には沢辺会員より頂いており２人目

です。今後もよろしくお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　矢島（高）君

　１１／２２「ヘリテイジ飯能」１８時～今年度

第１回炉辺会談。情報・戦略・クラブ奉仕・出席

の各委員長は発表をよろしくお願いします。

入会３年未満、入会１０年未満会員の「体験研

修会」の形で行います。ご都合をつけてご出席

下さい。２部の懇親会だけの参加も受け付け

ております。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　天ヶ瀬君

　１１／１９親睦ゴルフ大会。２次会「清河園」

のみの参加も受け付けております。

【出席報告】無届欠席２ 大野（泰）出席向上委員長

【Ｍ　　Ｕ】

１１／１０（秋田中央）中川君

【ＳＡＡ報告】

・早退します。　　　　　　　　　細田（伴）君

本日計１，０００円、累計額３８４，５０１円。

◎２９日例会当番は本橋、森田会員です。

【卓　　話】

◎講師紹介　　　　　大﨑プログラム委員長

　第２回目のイニシエーション・スピーチ。

よろしくお願いします。

■志岐祐二会員

　Ｓ２７年１２月生まれ。来月７１歳になりま

す。市川会員のご紹介で今年の２月に入会さ

せて頂きました。６人兄弟で男３人、女３人。

「祐二」の「二」は次男坊で上から４番目。姉

も兄も妹も弟も居るという状態で、すべて

「自分のことは自分でしなさい」という教育の

下で育って参りました。出身は福岡県柳川

市。田舎と言いますか時計が止まっているよ

うなまちなのですが、ただ堀端に柳が多く、

その堀を「どんこ舟」で川下りするというの

を観光としてやっているところです。

　福岡には昔から藩校が３つあり、「福岡県立

修猷館（しゅうゆうかん）高等学校」は有名

だと思います。それから久留米の「福岡県立

明善高等学校」。そして私が通った、柳川の

「福岡県立伝習館高等学校」。結構歴史は古

く、私が入った時には近年にない高い成績で

入ったそうです。そして、出る時には最低で

出た（笑）。何でそういうことになったかと言

いますと、ちょうど大学紛争が終わりかけて

きた名残りが高校にも押し寄せてきており、

私共の方は高校２年の頃から学校に行かない

形でずっと来ました。

　兄弟が多いので大学進学は考えてもいない

し、かと言って他に何をするか、考えてもい

ない状態だったのですが、兄弟の方から「せ

めてお前ぐらいは大学に行きなさいよ」とか

言われて、「しゃあないな。何とか考えなきゃ

いけないな」というので

一つ思った大学がありま

した。私以外は皆、公務

員関係とかで、おやじ、

おふくろは堅い人間を育

てたかったみたいなので

すが、そこに反発心が強

くあって、早く家を出た

い、東京に出して欲しい

と言ったのですが、「お前

みたいなのは東京なんか行ったらどうなるか

分からない」と止められまして、姉が大阪に

居ましたので、最初から「大阪の夜間の大学に

行きたい。それで２年したら昼間に転部して

夜間の生活と昼間の生活を体験したいんだ」

と言いました。「そんなに甘くないよ」と言わ

れたのですが、そこは押し切りまして、１年

の時には松下電工の本社に勤めながら夜間部

に行き、３・４年は昼間部に通いました。

　３年になって分かったことがありました。

夜間部に行っている人は結構、皆、頑張り屋さ

んだったり大変な人も多い。非常に自分の考

えが甘いなということを痛感したのが一点。

もう一つは、きれいごとばかりじゃないなと

いう点でした。これでは自分に対しての魅力

も信頼も生まれないよなと感じて、では足り

ないのは何か？と考えました。やはり足りな

いのは遊びだということで、３年と４年はめ

ちゃくちゃ遊びました。授業料を払って麻雀

を教えてもらい、たばこの吸い方、お酒の飲

み方も教えてもらいました。そんな状態です

ので大学は最低の単位で卒業しております。

　就職は「大和ハウス」に入りました。まさか

今のように大きな企業になるとは思いもしな

かったのですが、とりあえず、おやじ、おふ

くろを安心させるために、名前の分かるよう

な会社に一回は入っておかなければというの

で入社したわけです。大阪の大学でしたので

大阪の本社採用、大阪で勤務できると思って

いましたら私だけが東京に飛ばされました。

それから東京、関東の方に縁ができたわけで

ございます。

　現場監督として（業者に支払う）実行予算

を組む仕事をいくつもやっているうちに、建

築はお金にあまり縁が無いと思っていたので

すが、実際にはお金が無いことには回らない

と感じ、建築のお金の大事さを知りました。

そこで、専門的な積算事務所でしっかり勉強

しなければいけないな、というのでそちらの

方に入りました。その縁で今もずっと仕事を

しているという状態でございます。

　３０歳で結婚して最初の子どもができ、そ

の時には福岡の方に転勤していたのですが、

家でお酒を飲んで愚痴っていると、妻から

「家に帰ってきたら仕事の愚痴は言わないと

いうことだったのにお父さん愚痴ってない？」

と言われました。「そんなことないよ。会社を

よくしたいために一生懸命考えているんだ

よ」「でも毎回同じ話ばかりしてるよね。ちゃ

んと仕事してるんだったら、もしかしたら自

分で仕事始めた方が早んじゃないの？」と言

われまして、あ、そうか、と思いました。そう

いう頭は僕にはなかったので、「そうだよね。

自分で始めたら愚痴も何もないよね」と。最

初の子どもが生まれてくる。今は積算でめし

が食えているけれども、先々は食えるかどう

か分からない。まして建築の方はやはり関東

中心なので九州の博多で独立しても２、３人

から５人位の所員しか雇えないのではないか

と感じていたのと、幸い、義母の実家が東京

の新宿でしたので、「じゃあ、裸一貫でやるの

だったら東京でいいね」ということで、東京に

出てくるためにそこで初めて勉強しました。

　まず一級を取得。それから積算でめしが食

えるか分からないので、構造計算をはじめい

ろいろなものを勉強しまして、始めてその時

に“勉強した”というのが今の仕事の礎になっ

ているんじゃないかなと思っております。

　東京に来まして、さあ、事務所を探そうと

いうことで、友達（Ｋ）のところに挨拶に行っ

たところ、「７年も離れていたら東京は変わっ

ているし頭もついてこないよ。うちの事務所

に１、２年でも居て、慣れてから独立しても

遅くはないよ」と言われ、その言葉に甘えて

所員６人の事務所の７人目として、役員の形

で入りました。時代はバブル後期でＫ氏は

「僕はお金を儲けるために事務所を開いてい

るんだ。志岐君、何か儲けさせてよ」という感

じでした。技術屋でやりたいし、技術のこと

しか知らなかった私は「お金を儲けたいから

仕事してるの？」と聞くと「そうだよ。普通

皆、それが当り前だよ。君みたいにゆっくり

技術者を育てていくなんていうのは理想だけ

ど実際にはお金が無いと回らないんだよね」。

それが“経営”というものに私が目覚める一点

だったと思います。

「じゃあ、Ｋさん、お金を儲けたいんだったら

今、僕の頭の中に９割９分の成功ストーリー

をもってる。毎月、運転資金プラス２００万円

を３か月分用意できるならそのプランを実行

してあげる。その間は何があっても声を掛け

ないで。お金は３か月目から回る予定だか

ら」と言ってそれをやりました。

　私が出したプランというのは今だったら単

純なことです。バブル後期で仕事はいくつも

ありました。ただ人が居ない。処理できない

のです。僕の方は福岡に人脈を作っておりま

したので福岡には人は居る。仕事が無い。そ

こで、頂いた仕事を飛行機に乗せ福岡に送り

納期前に返してもらい、それをチェックして

私の方で出すというものでした。プラス、福

岡の人達の方もすぐには信用してくれません

ので即金で支払う。それが３か月分です。仕

事をした分は２か月目からお金に切り替わっ

てきます。それが連続してきて、積算の部員

は最初私１人だったのですけれども、回転し

ている間に社員教育をして人を増やしてい

く。そういう形で会社のお金の方も上がって

いきました。時期が良かっただけだと思うの

ですが、それが当たりまして、５年間で８５人

にしちゃいました。と言っても、建築事務所

自体はサービス業ですから零細企業です。で

も一応８５人位になると、いろんな運営とか

も勉強しなければいけなくなりますし、いろ

いろな勉強をさせて頂きました。

　そして、今度は時代性が安い方、安い方へ

という中で、海外の方も考えようということ

になり、台湾、シンガポール、香港、上海に

候補地の下見に行きました。一番安心なのは

シンガポールとか台湾だったのですけれども

当時、上海は人がうようよして活気しか感じ

られないような状態でしたので、やるんだっ

たら上海じゃないかということになりまし

た。合弁だと取られてしまう可能性があった

ので、時間がかかってもいいから、という形で

独資、日本の資本オンリーで事務所を開き、

今は３０人位の会社になっております。

　元々私は裸一貫で独立するために東京に来

たわけですので、やはりやっていても“自分

の会社”というものが無い、という、結構わ

がままなものが残っておりました。そこで、

１６年間勤務した後、４６歳の時に今の「（株）

アーツコンサルタント」というのを創りました。

積算業務関係に、プラス、幅を拡げまして、

デベロッパーの予算関係の相談にも乗るよう

にしています。あと、マンションのリニュー

アル関係を含めたコンサルタントをさせても

らっています。

　福岡の方と、仕事は東京、住まいは飯能と

いう形で、軸足が３つあるのですけれども、

一丁目（仲町）に住んでおりまして、お祭り

を縁にＲＣに入会させて頂いたのも一つです

し、飯能の建築士会の方にも入会させて頂き

ました。プラス、地域の方での年金ゴルフ倶

楽部の方にも入会させて頂き、だんだん軸足

が福岡から東京、東京から飯能に動いて、飯

能のウェイトが高くなっているのが近況で

す。これからもよろしくお願い致します。

■皆川　豪会員

「ソニー生命」の皆川です。まだ、たくさん

の方とお話ができていないので、今までの人

生をお話しようかなと思っていますので、少

しでも共通点がありましたら声をかけて頂け

れば嬉しいなと思っています。

　私はＳ５７年、飯能第一小学校横にあった

西武産院で生まれました。住まいは中山の県

営団地で、小学校５年生まで住んでいまし

た。当時どんな出来事があったのかを調べま

したら、「５００円硬貨が発行」「大宮～盛岡

間、大宮～新潟間に新幹線が開通」というの

がＳ５７年でした。

　サラリーマンの父、専業主婦の母、２つ上に

姉という平凡な家庭でし

た。幼少期の記憶は鮮明

ではないのですが、小学

校に上がる前に流行って

いたのが「光ＧＥＮＪＩ」

だったので、ローラース

ケートで遊んでいた、と

いうか、団地の中のおね

えさん方の中にはだいぶ

ファンの方が居たので、

カセットテープで曲を流して、それに合わせ

て踊らされていた、というような形でした。

あとは、中山美穂派なのか、工藤静香派なの

か、と、ヤンキーのおにいちゃん達に問い詰

められたり…そんな記憶が残っています。県

営団地からよく裏の山を通って、今で言う

「ムーミン谷」（宮沢湖周辺）、そのまま越える

と「武蔵丘ゴルフコース」があったので、よ

く裏山に行ってゴルフボールを集めてくると

いうようなこともしていました。「何でこんな

ところにゴルフボールが来るんだろうな」と

その時は思っていたのですが、自分でゴルフ

を始めてみて、すごく理解ができるようにな

りました。

　飯能第一小学校に入学して少し野球をかじ

りましたが、半年位しか居なかったのでチー

ムの名前も覚えていないのです。銀座通りの

「丸美堂」に行ったり、（飯能駅前にあった）

「丸広」の屋上で遊んだりしました。

　小学校５年生の時、戸建てが欲しいという

ことで家探しを始めたのですが、バブルの時

で住宅が非常に高く、美杉台も武蔵台も１億

円近い金額で到底無理だということになり、

さらに奥に行って、原市場に引っ越すことに

なりました。

　原市場の家は、玄関開けたら走って５秒位

で名栗川だったので、小学校の頃は夏になる

と起きてそのまま川にダイブするというよう

な生活で、お昼ごはんは川でバーベキュー。

そんな形で過ごしていました。

　その頃、小学校５年生からサッカーを始め

て、原市場中学校でも続けていたのですが、

正直あまり勝った記憶はありません。ＲＣに

入らせて頂くきっかけにもなりました天ヶ瀬

さんの家にその頃はよく遊びに行かせて頂い

ており、姉が居たので同級生と遊ぶというよ

り、２つ上の、天ヶ瀬さんの弟さんとよく遊

ばせて頂き、そこでいろんなことを学ばせて

頂きました。

　サッカー部は３年間やっていたのですが、

当時「ＳＬＡＭ　ＤＵＮＫ」が流行っていたので

幼なじみはバスケット部に多くて、部活が終

わってから遊ぶというとバスケをする時間が

多くありました。気がついたらサッカーより

もバスケの方に時間を割くようになり、原市

場の社会人チームに中学３年生から入るよう

になりました。昼はサッカー、夜はバスケの

二刀流生活をしていたような形です。

　高校は、原市場から飯能に出て、さらに電

車というのは大変だったので、近いという理

由で「飯能高校」に行かせて頂きました。

　私が入った頃の飯能高校は生徒の自主性を

重んじるというような校風で、金髪あり、赤

髪あり、ミドリも居りました。制服を着てい

る先輩はほとんどおらず、私も若気の至りで

太めのピアスをあけていました。

　交通費がかかることもあって、高校まで自

転車で通っていました。山を下って山を上る

生活を３年間続けました。バスケをやってい

たので朝練に行き、部活が終わって戻ってか

ら、夕方からは社会人バスケ、というような

生活でした。

　部活を引退してからは美杉台の出光のガソ

リンスタンドでバイトをしていました。５年

近くやっていたので、皆様のお車も洗車させ

て頂いたことがあるかもしれません。

　それがきっかけで車に興味をもち、八王子

にある専門学校「トヨタ東京自動車大学校」

に進学。２年間、整備士の勉強をしました。

　２年間は厳しく、始業と同時に門が閉ま

り、周りは高い塀に囲まれ、皆、黄色いツナ

ギを着ているので「囚人学校」と言われるよ

うな学校でした。レポートをすごく書かされ

たので、卒業までにおそらく２，０００枚位は

書いたと思います。

　そこからトヨタのお店に入り、整備士とし

て勤めました。ＬＥＸＵＳの店舗立ち上げの

際に熊谷のお店に行きまして、人と話すこと

に興味があったので、そこから営業に転職。

ＬＥＸＵＳ所沢で９年間営業職を勤めて、法

人のお客様もだいぶ多くなってきたことか

ら、車のご相談はもちろんなのですが、その

他、多岐にわたってのお客様貢献がなかなか

できないということもあり、「ソニー生命保険

（株）」に転職することにしました。今、転職し

て６年が経とうとしています。仕事の役職は

「ライフプランナー」です。創業者・盛田昭夫が

創り上げた生命保険業で、創業のモットーで

ある「生命保険業界を変える」という強い精

神をしっかり受け継ぎ、いかにお客様貢献、

法人貢献ができるかというところを突き詰め

ながら日々知識の習得に努めております。

　今、飯能ＲＣに居させて頂けるのも、幼少期

から今までたくさんの人にお世話になったお

蔭と思っています。生まれ育った飯能にしっ

かりと恩返しをし貢献ができるよう、そして

私には高校生、中学生、小学生と、３人の子ど

もが居るのですが、その子達にとっての明る

い未来、夢や

希望のもてる

未来に繋いで

いければ、そ

んな役に立つ

ことができれ

ばなと思って

います。


